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界面の従 う散積分方程式 を数値的に解 くことによ り､溶液中を一方向に
成長す る結晶の界面の形の変化を動的にシ ミュレーションした｡1,2)系 には液
体側が暖か くなるよう.に温度勾配が付けてあ り､温度分布は一定速度 叶で前
進 させ られている｡結晶 はこの温度分布 に付随 して成長す るので､成長速度
はVとなる｡ Vが臨界値を越 えると､界面はあ る範囲内の周期人の変動 に対 し
て不安定 とな るー03)周期人の決衰機構はまだ分かっていないので､ ここでは人
を一定 とす るシ ミュレーションを行なうo Vを変 えて界面の定常形 を調べたo
Vが小 さい ときは周期的セル状構造を とり､その先端 は平 らで､先端曲
率半径は周期 に比例 してお り､粘性指の振舞 い と同 じである｡ 4) セル構造 の
周期調整 は先端が分裂 して行なわれ るo Vを大 きくしていき､拡散長
i-2D/Vが人よ り小 さ くなるあた りで､セルか ら樹枝状周期構造-の転移が見
られた｡2)樹枝状結晶では先端は針状で安定 してお り､周期の選択 は滞中の
横枝が突出 して主枝 となることで行なわれ る｡
樹枝状結晶の先端曲率半径Rは､自由な樹枝状結晶 と同 じく､5) 成長速
度 Vとの間の普遍的なスケール則､2Dd./VR2=q(E)､を満た している｡ (D
;溶液中の物質拡由定数､d.;毛管長､E;界面張力の異方性､q(E);Eだけに
依存す る普遍定数｡)境枝周期 も安定性の長 さ入8-2打両 に比例す ることが
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